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 別添３                                                   
厚生労働科学研究補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

 
総合研究報告書 

 

保健医療福祉計画策定のためのデータウェアハウス構築に関する研究 
 

研究代表者:岡本悦司(福知山公立大学教授) 
 

研究要旨 
e-STAT等，ネット上で市区町村単位のデータが公表されるようになったが，経年推移や市町村間の比較な

らびに医療圏や保健所管轄区域単位の集計等はなおも容易ではない。本研究では，市区町村や保健所の保健
医療福祉計画策定に役立つデータを，多次元の集計をExcelのピボットテーブルのように容易に行えるデータ
ウェアハウス化してウェブ上で公開した。実際の活用例を示すとともに，初年度においては，全国保健所を
対象に保健医療福祉計画とデータ活用の現状について調査も行った。 
 

研究分担・協力者氏名・所属研究機関名 
藤内修二(大分県福祉保健部),大江浩(富山県砺波厚生センター),中本稔(島根県県央保健所),松岡宏明

(岡山市保健所),永井仁美(枚方市保健所),田中久子(女子栄養大学),岩室紳也(ヘルスプロモーションセン
ター),仙田幸子(東北学院大学), 神谷達夫(福知山公立大学),安藤雄一,澤口聡子,横山徹爾,福田敬,水島洋,
松本珠美,森永裕美子,大夛賀政昭,藤井仁,吉田穂波(国立保健医療科学院) 
 
A. 研究目的 

各種統計が刊行物としてしか提供されなかった以前には，市区町村別データは膨大で刊行物におさまりき
らないため「閲覧公表」というかたちでしか提供されなかった。しかし，今日ではネット上にExcelやcsvフ
ァイルで提供されるため，膨大なデータが次第に提供されるようになってきた。しかしながら，データが膨
大であることから，その活用はかえって容易ではなくなっている。たとえば，経年推移をみたい，と思った
場合は複数年のデータをダウンロードし，同一市区町村ごとに結合しなければならない。また市区町村を医
療圏や保健所管轄区域ごとに集計するには，いちいち医療圏や保健所管轄区域に含まれる市区町村を調べて
手作業で抽出しなければならない。 

もしこれらデータがExcelピボットテーブルのように容易に集計可能となれば，データ利活用は格段に容
易になる。そのためには，クロス表データをキューブ形式に加工する必要がある。かかる，キューブ形式に
加工され，ピボットテーブル様に分析可能となったシステムをデータウェアハウス(DWH)と呼び，ウェブ上
で提供するシステム構築ととりくんだ。また，全国保健所を対象にデータ利活用の状況や，市区町村の保健
医療福祉計画策定への活用の状況についても調査し，DWHの実際の活用例を示すことを目的とした。 

 
B. 研究方法 

初年度においては３回の班会議において，分担研究者により保健医療福祉計画に必要な統計データの選択
が行なわれ，選択された統計データのe-STAT等からの取得ならびにキューブ化処理を行った。その過程にお
いて，膨大なExcelやcsvファイルのダウンロードを効率化するため，URLDownLoadToFileというAPIプロ
グラムを活用することや，クロス表をキューブ化するために乱数発生を用いたり逆ピボットテーブルの手法
等の技術が開発された。 

初年度においては，完成したDWHをExcelやACCESSファイルとしてDVDにいれ，報告書とともに全国
保健所等に配布した。また初年度に実施した全国保健所対象のデータ活用調査の結果も報告書とともに配布
された。 

２年目においては，研究代表者が福知山公立大学に異動したことから，同大学の情報系研究者の協力を得
て，ウェブ上で提供ととりくんだ。Javascriptというプログラム言語を用いて，ウェブ上でピボットテーブル
様に扱えるシステムを構築し2016年12月に公開にこぎつけた(http://www.jmedicine.com)。4回の班会議にお
いて，分担研究者による活用事例も作成した。 

その結果，csvファイルをいったんユーザーのPCにダウンロードしてから処理するためダウンロードに時
間がかかることが問題として浮上し，大規模ファイルでは，都道府県別(病床機能報告)やがんの種類別(健康
増進事業報告のがん検診)に分割することを余儀無くされた。 

 
C. 研究結果 

研究終了時点において以下の統計調査のDWHが構築されウェブ上で公開した。 
http://www.jmedicine.com 
 

サイトの初期画面は以下の通りであり，最初に使用説明書が表示され，初めてのユーザーにもわかりやすく設計されている。 

http://www.jmedicine.com)%E3%80%824
http://www.jmedicine.com/
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医師歯科医師薬剤師調査(医師のみ) 
▷ 医師診療科別[8.8MB] 
▷ 医師業務別別[8.6MB] 
 
保健師活動領域調査 
▷ 保健師活動領域調査[5MB] 
 
病床機能報告 
▷ レセプト件数[2.8MB] 
▷ 回答項目別[8.3MB] 
▷ 数値データ[都道府県別画面に移行します] 
 
施設基準 
▷ 施設基準[107MB] 
 
患者調査 
▷ 入退院数(施設所在地，患者住所地,傷病簡略中分類)[10MB] 
▷ 総患者数数(性・年齢階級，傷病中分類[1MB] 
 
健康増進事業報告 
▷ 胃がん[108MB] 
▷ 肺がん[291MB] 
▷ 大腸がん[139MB] 
▷ 子宮頸がん[106MB] 
▷ 子宮体がん[8MB] 
▷ 乳がん[107MB] 
▷ 肝炎[16MB] 
 
地域保健事業報告 
▷ 予防接種[59MB] 
 
ナショナルデータベース(NDB)データ【十未満非表示】 
特定健診・保健指導データ都道府県別年度別実施状況[40MB] 
NDBオープンデータ 
▷ 特定健診結果(2012年度都道府県別のみ)[3MB] 
▷ 医科回数(2014年度都道府県別のみ)[80MB] 
▷ 薬剤数量(2014年度都道府県別のみ)[80MB] 
 
医療給付実態調査 
▷ 医療給付実態調査[20MB] 
 
人口動態統計 
▷ 人口動態総覧[47MB] 
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▷ 母年齢階級別出生数[60MB] 
▷ 性・年齢階級別死亡数[117MB] 
▷ 交通事故を除く不慮の事故死亡数【死亡場所別】[17MB] 
▷ 住民基本台帳人口[79MB] 
 
介護保険関係 
▷ 在宅ケア見える化[11MB] 
 
国民健康保険関係 
▷ 被保険者数[24MB] 
▷ 所得[3MB] 
 
その他の統計 
▷ 市区町村の指標 
▷ 警察自殺統計[46MB] 
 
D 考察 
 市区町村単位の複数年にわたるデータも，DWH化してピボットテーブルのように表示させるようにすれば，
経年推移も，市町村間比較も容易に行えるようになり，e-STAT等で公表されているデータが格段に活用しや
すくなることを示すことができた。 
 
  成果報告会における事後評価では評価委員会より以下のようなコメントが寄せられた(末尾にコピー添付)。 
■保健医療福祉計画データウェアハウスを作成し，ウェブで公開，また操作マニュアルを充実させたことで多彩なデータ活用

法を提供できたことは高く評価したい。 
■取り扱うデータの範囲は若干狭くなったが，研究計画どおり遂行し，かつ，既にホームページ上に公開するなど，研究成果

の普及に積極的である。 
■市町村におけるデータ活用の効率化に貢献できることが貴重な研究成果である。 
■計画に沿ってデータウェアハウスのウェブ版の構築が行なわれた。今後利用され，その評価が行なわれることを期待したい。

その際に，どのように使われるのか，ビッグデータをどのように利用するのかの一般的問題も考慮してほしい。 
■データウェアハウスの活用が重要であるため，計画とは別の形でも活用のためのさらなる取組を求めたい。 
■データの読込みに時間を要すること，余り慣れていない人を想定した表の構成(年次別集計で，表の中に年次等がわからなく

なること，合計が適切でない表における合計の表示などの修正)を改善すれば，更に良くなり，利用も増えると思われる。 
■活用した市町村からのフィードバックを踏まえてさらに改善して欲しい。 
  
上記のコメントは全て，研究班メンバーが研究の過程で痛感していたことである。「データの読込みに時

間を要する」とは，まさに本研究期間中には克服できなかった課題であり，おそらくは解決にはシステム全
体の見直しが必要になるだろうと予想される。技術的な問題であるが，それを克服できれば利便性はさらに
高まり，やや希望的に考えれば「e-STATよりもまずDWHを閲覧する」ほどに普及が期待される。また「計
画とは別の形でも活用のためのさらなる取組」をという要望については，本研究班では保健医療福祉計画に
役立つデータを取り扱ったが，市町村単位のデータはe-STATだけで60以上もあり，あらゆる分野に適用可能
である，ことも明らかとなった。本研究班で開発したDWHを今後は，保健医療福祉を超えてあらゆる分野を
網羅するDWHに発展させてゆく予定である。 
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別紙４                                                                                         
研究成果の刊行に関する一覧表 

  論文                                                                                    
発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

大江浩 地域包括ケア体制構築

に向けて様々な分析ツ

ールを活用 

保健師ジャー
ナル 

73巻３号 232～237 2017 

仙田幸子 母親の職業別にみた出

産の「質」分析⑵: 乳

児死亡に注目して 

人間情報学研
究 

22巻 7～19 2017 

仙田幸子 母親の職業別にみた出

産の「質」分析⑴:死産

に注目して 

東北学院大学
教養部論集 

175号 1～16 2016 

岡本悦司 保健医療福祉計画推進

のための地域情報の分

析活用 

 
 

北陸公衆衛生
学会 

43巻学会特
集号 

7 2016 

森永裕美子，藤井
仁，岡本悦司 

DWH-CUBEを活用す
ることによるがん検診
未受診者対策への有用
性 

日本公衆衛生
雑誌 

75巻10号  2016 

松本珠実 第6次都道府県医療計
画における健康危機管
理関連指標設定の課題 

第 5回日本公衆

衛生看護学会学

術集会講演集 

 

 113 2017 

岡本悦司 統計データのデータウ
ェアハウス化の試み 

ITヘルスケア 11巻1号 15 2016 
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厚生労働科学研究 

健康安全・危機管理対策総合研究事業 

成果発表会 

 
2017 年 2 月 20 日於:国立保健医療科学院 

 

抄録，スライド,事後評価結果 
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研究課題 保健医療福祉計画策定のためのデータウェアハウス構築に関する研究 

課題番号 H27-健危-一般-001 

研究代表者 岡本悦司（福知山公立大学 教授） 

 

要約 

自治体,保健所等が保健医療福祉計画を策定するための保健所区域,医療圏のデータを

容易に抽出,集計できるデータウェアハウスを構築し,初年度は DVD で配布するととも

に,最終年度においては,ウェブ上で公開する。 

1. 研究目的 

地域医療構想をはじめ，保健所が複数の市町村にまたがる保健医療福祉計画の策定

を情報面から支援する必要性が高まっている。病床機能報告や医療施設調査等はウェ

ブ上でも公開されているが，複数の市町村にまたがる医療圏や保健所管轄区域ごとに

集計することは容易ではない。市町村単位の様々なデータを医療圏や保健所区域ごと

に容易に集計，分析ができるデータウェアハウス(DWH)を構築し，ウェブ上での公開を

目標とする。 

2. 研究方法 

初年度においては，保健所長を中心とした分担研究者(保健所チーム)と国立保健医

療科学院研究者を中心とした分担研究者(科学院チーム)とでデータウェアハウスで必

要かつ重要な統計データを選定,リストアップした。 

 選定された統計データにキューブ化処理を施し,Excel,ACCESS 等の形に加工したデ

ータウェアハウス集を DVD として作成し全国保健所に配布した。また全国保健所の情

報活用に関する実態調査を実施した（平成 27 年 10 月。回収率 59%）。 

2 年目においては，全国 8 ブロックで主に保健所関係者を対象に DWH 活用するための

講習を実施する予定であったが，スケジュール等の制約から，残念ながら北陸ブロッ

クと全国所長会でのプリゼンにとどまった。 

DWH を一般公開するため，ウェブ上で Excel のピボットテーブルのように操作でき

る環境を構築し 2016 年 12 月より稼働開始した(http://www.jmedicine.com)。  

3. 研究結果・考察 

市町村単位の詳細なデータが e-STAT 等で公表されるようになった。特に地域保

健・健康増進事業報告は，過去 6 年間の市町村が実施するがん検診データの詳細なデ

ータが含まれている。しかし性・年齢階級，初回・非初回(不詳も)，個別・集団さらに

要精密検査者の翌年の追跡結果等，内容が詳細なため，その利活用は容易ではない。  

キューブ化し DWH 化することにより，がん発見率，陽性反応的中度といったがん

検診の精度管理に必要な指標が容易に抽出できるようになり，がん対策の向上に役立

つことが示された。 

4，結論 

  e-STAT 上の膨大な統計表をキューブ化し DWH として活用することで，保健所が医

療圏や管内市町村データの集計，分析が容易になり，保健医療福祉計画策定のための

情報支援機能を高めることができる。 
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厚生労働科学研究健康安全・危機管理対策総合研究事業

保健医療福祉計画策定のためのデータ
ウェアハウス構築に関する研究

岡 本 悦 司
(福知山公立大学

研究代表者)

目的

保健所の保健医療福祉計画策定に
おける役割を支援するため，全国保
健所を対象の計画策定・支援への取
組状況を調査するとともに，計画に
役立つ様々なデータを保健所管轄区
域及び二次医療圏単位で自在に集
計できるデータウェアハウス(DWH)を
構築し，ウェブ上で提供する。
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「保健医療福祉計画の策定・推進における保健所の取り組み状況」

調査時期：平成27年10月～11月

調査対象：全保健所

県型保健所 391保健所

市型保健所 95保健所

有効回答：289保健所 （回収率 59.5％）

県型保健所 243保健所 （回収率 62.1％）

市型保健所 46保健所 （回収率 48.4％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療計画作成支援データブックの認知

データブックによる分析結果の提供

地域医療構想作成研修会の復命

「在宅医療」の指標の把握

各がん検診の要精検率（市町村別）

各がん検診精密検査の受診率（市町村別）

各がん検診で発見された患者数（市町村別）

各がん検診の陽性反応的中度（市町村別）

医療計画策定およびがん検診にかかる指標の把握状況

県型

市型

データウェアハウスとは
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クロス表→キューブ化
(健康増進事業報告の胃がん検診の例)

２年目:ウェブ上での公開
http://www.jmedicine.com

１年目:Excel，アクセスファイル
のDVDで全国保健所に配布
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左メニューをクリックすると初期画面に
デフォルトでは行見出しに「都道府県」，列見出しに「年」が入っている。「使用可能な項目リスト」との間で自在にドラグできる

項目を移動→右クリックして選択
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表示を「行単位の割合」に変更

発見率は2011年をピークに下降
ヒートマップ[列単位]表示



2017/4/25
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京都府中丹保健所[福知山市]の場合

結論と今後の計画
• DWH化により膨大なe‐
STAT統計を自在に活
用できる。

• 数億件を処理してウェ
ブ上に表示できるシス
テムを構築中→

• 来年度以降，サー
バーで処理できるよう
にし，より迅速化する
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